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冬虫夏草菌株の収集とその生態
森林資源課　佐々木  史

１．はじめに

　冬虫夏草というキノコをご存知でしょ
うか。ご存知の方は漢方薬や健康食品を
連想されるかと思います。冬虫夏草は昆
虫などの節足動物や菌類に寄生を行い、
寄主上にキノコやそれに類する構造物を
形成する菌類の総称です。世界中で数百
種の存在が知られています。日本ではア
マチュアで冬虫夏草の新種を発見される
方が多く、日本で採取し新種記載報告さ
れた種が非常に多数存在します。冬虫夏
草の多くは森林内に生息しています。ま
た、大発生するブナの害虫に寄生し、そ
の数をコントロールするなど、森林生態

系において非常に重要な役割を担ってい
ます。
　冬虫夏草は漢方薬に代表される薬理的
利用と殺虫能力に着目した害虫防除への
利用が想定されますが、研究者人口の少
なさや分離培養の困難さのため、あまり
利用されてきませんでした。富山県は薬
都とも呼ばれる古くから薬業の盛んな地
域です。そこで、薬理キノコとして最も
著名なものの一つである冬虫夏草の利用
を最終的な目的として、菌株の収集と生
態的な特性の解明を行いました。

写真 -1 地中に発生するキノコに寄生する
冬虫夏草のタンポタケ

写真 -2 カメムシタケ

２．菌株の収集

　冬虫夏草の採取は 2014 年の春から秋
にかけて、富山市有峰湖周辺においてキ
ノコの発生時期にキノコを採取する方法
と、県内を中心としたシイタケ菌床栽培

施設から集めた害虫トラップに捕獲され
た害虫体表面から菌を分離する方法の 2
種類で行いました。
　成果として、合計で 195 株の冬虫夏草
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　冬虫夏草の生態は、ほとんど解明され
ていません。冬虫夏草は盛夏にキノコを
形成する種が多く、キノコを形成してい
ない時期は、どこでどのように生息して
いるのかほぼ分かっていませんでした。
寄主昆虫への感染時の環境や生息場所と
いった冬虫夏草の生態の一端を明らかに
することができれば、害虫防除や冬虫夏
草の人工栽培、菌糸体培養などの利用に
おいて、重要な知見となります。そこで、
雑菌などの影響を受けにくい分子生物学
的手法を用いて、最も一般的な冬虫夏草
であるサナギタケの、季節を通じた生態
調査を行いました。
　採取地を 2 か所設け、土壌、生葉、落
葉の各サンプルを 5 月から 11 月にかけ
て採取しました。また、10 月と 11 月には
ガのサナギの埋め込みと回収を行いまし
た。採取したこれらのサンプルに含まれ
る全ての RNA と DNA の抽出を行い、サナ
ギタケの RNA や DNA だけを検出する方法
により、存在の有無を調査しました。本
方法を用いて行った研究の結果から次の
ようなことが分かりました。

サナギタケの生息場所
　サナギタケは RNA、DNA 共に土壌、生葉、
落葉から採取時期を通じて検出され、森
林内に広く生息していることが分かりま
した。また、土壌に関しては深さ 15cm
程度まで菌糸の伸長もしくは胞子が存在
していることも分かりました。サナギタ
ケの属するレカニシリウム属菌は、いく
つかの種においては植物内でも生存する
ことができる植物内生菌であることが報
告されています。このことから、サナギ
タケも植物内生菌として植物内に生息し
ている可能性が考えられました。また一
般的なカビや食用キノコを培養する培地
でも旺盛に菌糸の伸長が見られることか
ら、地中においては落葉などを分解しな
がらの生活も、ある程度行っていると思
われます。

サナギタケの消長
　RNA 解析の結果から、サナギタケは秋
期へ季節が移るに従い活性が下がる、も
しくは存在はしているが生息範囲を狭め
ていることが分かりました。また、日照

３．サナギタケの野外における生態の調査

関連菌株を得ることができました。得ら
れた菌株は現在、今後の利用のために、

ライブラリとして研究所で冷蔵による保
管を行っています。

写真 -3 有峰のサナギタケ 写真 -4 菌株の冷蔵保管の様子
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条件や気温・地温などがサナギタケの活
性や消長に影響を与えていることが考え
られました。

寄主への感染
　寄主への感染の調査はハチノスツヅリ
ガのサナギを落葉層の直下に埋め込み、2
週間後に採取することで行いました。ハ
チノスツヅリガというのは渓流釣りで使
用するブドウムシです。夏期は問題なく
感染するであろうと考え、秋期のみ埋め
込みを行いました。
　気温が低下していく 10 月末以降は感
染しないのではないかと予想していたの
ですが、結果として埋め込んだ全てのサ
ンプルにおいて感染が起こっていました。
最後にサンプリングを行った 11 月 5 日〜

11 月 20 日の当地の平均気温および地温
は 8.2℃および 9.0℃であり、低温下でも
感染は行われていました。当該時期は落
葉などサンプルにより RNA が検出されな
いケースもありましたが、サナギに関し
ては全てのサンプルから RNA が検出さ
れたことから、秋期においても寄主体内で
はサナギタケの活性は高いと考えられま
す。
　越冬昆虫は体内にグリセロールやトレ
ハロースを蓄積させ、耐凍性を獲得して
いることが知られています。もしかする
と、サナギタケは活性が落ちてくる気温
や地温の下がる秋期において、寄主に遭
遇した場合には極力感染を行い、耐凍性
物質の存在する寄主体内での安全な越冬
を心がけているのかもしれません。

図 -1 サナギタケの生態模式図
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４．おわりに

　今後、菌株の収集や分離培養の容易さ、
多用途性、薬理効果などを踏まえ、まず
はサナギタケの利用を図っていきます。
採取された多数の菌株を基に、富山県産
の資材を用いて、安価で有用物質を多く
産生するサナギタケの人工栽培技術の開
発を手掛けていく予定です。

本研究の一部は、ホクト生物科学振興財
団による研究助成を受けて実施しました。

写真 -6 サナギタケの発生の様子
矢印で示したものがサナギタケ

写真 -5 サナギタケの発生地概況
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